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　有資格者各位　　　　　　　　　                      令和６年３月１1日

　　　　　　　　　　　　深田山自治区 区長　川上　稔　

深田山自治区　総会
於：深田山公会堂大ホール

令和６年３月１０日（日）１０：００開会

本年度も代表者による代表者総会として開催

有資格者は書面審議としました

　議　事

　第1号議案　令和５年度事業報告承認に関する件　　2ページ

　第2号議案　令和５年度決算報告承認に関する件　　3ページ

    　　　  　 　 監　査　報　告

　第3号議案   令和６年度自治区役員  承認に関する件　 4，５ページ

　第4号議案   令和６年度事業計画 承認に関する件  　　６，７ページ

　第5号議案   令和６年度予算 承認に関する件　　　　　8ページ

　第6号議案　規約改定に関する件　　　　　　　　　　９ページ

　第7号議案　その他は提案なし

　※総資格者数　　　　297名　出席者数　　　56名　委任者数　211 名

　　　　　　　合計　　　　　267名（　　　90　％）

　　　　　　　　　　　　委任者の内　反対１　保留３

　　　　「議案は第１号から第６号まで賛成絶対多数にて承認されました」
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第１号議案　事業報告
　　広報委員会   徳保委員長

　　生活安全委員会 及川委員長

    第１文化委員会                  西、椎原委員長

    第２文化委員会             四田、桜谷委員長

　　環境委員会　　 山中、松野委員長

　　体育・健康づくり委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福留委員長

　　多世代福祉委員会 津留委員長

　　土木委員会（区施設、道路、公園・ひろば、河川、ゴミステーション他） 　 全役員

主な事例 ・上丘排水路に土砂流出→側溝新設、土砂流出防止土嚢設置

　　　　　　　　　　　            ・公会堂大ホール雨漏り対策 ・道路陥没対策

　　　　　　　　　　　            ・側溝蓋破損対策 ・その他

　　総務委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 加藤副区長

　・受理件数　76件（フレッシュカード55枚、その他21枚)＋防犯灯関連3件⇒　総件数＝79件

           ★総件数＝79件うち71件済み　（71/79≒90％）　、　実施待ち⇒8件

　 ・自治区定例役員会　各月実施　（４月～１０月の間は諸団体責任者出席による合同役員会）
 　・組長会　４月、８月、２月の３回実施
   ・その他：歴代区長会議（11月２３日）、区民ふれあい感謝の集い（12月9日）、 自治区総会（3月10日）開催

　　公会堂でぜんざい、焼いものふるまいとマルシェ開催250名参加

　・敬老の日記念品配布：9月16日敬老の日７５歳以上の区民684名に記念品を贈呈

　・応急手当講習会：３時間コース消防署の協力のもと６月と１１月に開催

　・地域懇談会：民生児童委員、社協、包括支援と自治区役員との懇談会実施、今後の展開等について協議開催

　・12月3日ふれあいウォーキング：南バイパス～公会堂、ポイントごとの数字でビンゴゲーム開催

　・11月5日区民ふれあい祭でマルシェ担当、売上金の一部を子ども食堂へ寄付

　・9月2日組長会時、区民・事業所への寄付金集金を依頼

　・11月5日区民ふれあい祭り開催：2300名参加

  ・みこし修復、土俵づくり、やぐらづくり、抽選会を諸団体、自治区役員、組長にて運営

　・恒例のもち投げ：厄年会を中心に推進

　・第１回組長会でごみ出しマナー、スケジュール説明

　・ごみステーション改修、ネット交換を役員と組長、地域住民にて実施

　・逢妻女川クリーン活動参画：40名参加し逢妻女川土手の草刈り実施　・環境美化：春6月10日、秋9月10日実施

　・年末環境パトロール：12月31日　ごみステーションの点検回収実施

  ・区民ふれあい祭りのミニスポーツ担当：ストラックアウト、ターゲットゴルフ、パン食い競走等400名参加

　・サマーフェスタを8月5日開催、アフターコロナ約１,5００名参加、幼稚園踊り、子供太鼓、抽選会

　・深田山だより２ヶ月/回発行、自治区行事や諸団体活動等紹介

　・自治区内事業所ロゴマーク順次掲示、諸団体役員や組長からの記事を編集してイベント等掲載

　・交通安全活動：交通安全運動に呼応して交差点立哨４回/年実施、公用車にて呼びかけ＆啓蒙活動

　・防犯活動：町内会地域パトロール　１回/月 ・防災倉庫点検　・ソーラー式防犯灯４ヶ所設置・防犯灯4カ所新設

　・防災訓練：組長会時に避難所運営ゲーム、ビデオ鑑賞、非常食配付等実施
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柿本北 平下　重夫

顧問 岩田　芳久

柿本

柿本中 脇田　順治
北・中・南

副区長 馬場　公造

柿本南 板倉　良

第３号議案-1　令和６年度 深田山自治区役員（職務分担並びに内容）

令和６年度　深田山自治区　組織図
区議員は町内会長を兼任

役員会

幹部会
町内会 区議員

区長 川上　稔 深田北 山本　則幸

美山

深田南 延藤　有英

区全域
深田中 三村　義博深田北・中・南

副区長 植田　至

総務会計
美山 高橋　正次

区全域

副区長 加藤　太

事務員 水谷　宏美

会計監査

陸井　大司

田中東 松永　昭男
田中東・西

田中西 吉原　丈人
上丘

副区長 清水　武

上丘 木原　久美子

特別業務区議員

村山　美佐

髙木　由美子
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 区長

川上
かわかみ

　稔
みのる

※全町内会  総務委員会、会計 　・総会、役員会、組長会、各委員会、諸団体との

    連絡調整、及び、その他の委員会に属しないこと

 副区長(会計担当) 　・自治区の財産、備品等の管理、関係書類の整理

 広報委員長

※全町内会         脇田
わきた

　順治
じゅんじ

柿本中　町内会長

スポーツ健康づくり委員長

平下
ひらした

　重夫
しげお

  副区長 柿本北　町内会長

 環境委員長

※柿本町担当 延藤
のぶとう

　有英
ありひで

深田南　町内会長

高橋
たかはし

　正次
しょうじ

美山　町内会長

サマーフェスタ委員長

板倉
いたくら

　良
りょう

  副区長 柿本　南町内会長

山本
やまもと

　則幸
のりゆき

深田北　町内会長

 多世代福祉委員長

　 松永
まつなが

　昭男
てるお

田中東　町内会長

ふれあい祭り委員長

三村
みむら

　義博
よしひろ

深田中　町内会長

  副区長 木原
きはら

　久美子
くみこ

上丘　町内会長

 生活安全委員長

※田中町、上丘町担当 吉原
よしはら

　丈人
たけひと

田中西　町内会長

 土木委員会

　事務員

自治区事務員 水谷　宏美
みずたに　ひろみ

　・深田山自治区事務所の窓口業務

　
　・高齢者・青少年・児童などの地域福祉の啓蒙及び
　　活動の推進に関すること
　・敬老の日 記念品贈呈、他福祉活動企画立案と推進

第３号議案-2　令和６年度 深田山自治区役員  （職務分担並びに内容）

 　　全委員会 　・自治区業務全般

村山
むらやま

　美佐
みさ

加藤
かとう

　太
ふとし

　・自治区の広報活動に関すること
　・【深田山だより】の掲載記事収集と編集及び発行等

　・スポーツ、健康づくり等に関すること
　・委員会行事の企画立案と推進

馬場
ばば

　公造
こうぞう

　・環境美化活動の運営
　・ゴミステーションの維持管理指導
　　資源ごみ分別収集の指導啓発活動等に関係すること
　・上記行事企画立案と推進

　
　・サマーフェスタ担当
　　盆踊り、バザー等の企画立案と推進
　・自治区ふれあい行事のバザーに関すること
　・サマーフェスタ推進に向けて諸団体との調整

植田
うえだ

　至
いたる

※深田町、美山町担当

　・ふれあい祭り担当
　　子ども神輿、寄付金集金、もちつき・もち投げ
　・参加賞・賞品等の企画立案と推進
　・厄年会、関係諸団体との調整

　・自主防災会や防災訓練等、安全活動に関すること
　・交通安全、防犯思想の普及及び防犯灯・
　　防犯カメラ等の設備に関する企画立案と推進

　・道路改良、舗装、排水等土木に関すること
　・上記問題点の解決と改善実施、市との折衝自治区全役員

清水
しみず

　武
たけし
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第４号議案-1 　令和６年度   自治区運営基本方針

『ふれあい豊かで　楽しく
安全・安心な　住みよい街づくり』

　新型コロナ発生から５回目の春となりましたが、県内では第１０波も懸念される状況です。

また一方では、能登半島の震災の発生や、南海トラフの巨大地震への対応といった災害に

対応する取組も求められており、気の抜けない状況が続いています。

　そんな中でも、昨年にはウィズコロナのスタートの年として、自治区としては伝統的な祭りや

自治区、諸団体の方々が主催する行事・イベントも形を変えながら行われるなど、以前の

賑わいを取り戻す活力が見え始めています。

　本年も、昨年に引き続き、重点活動を具体的に掲げ、ふれあい豊かで、安全・安心な

防災、防犯の行き届いた街づくりに向け、取り組み強化するとともに、美しい街づくりの

一環として、地域住民の皆さんと一緒になり、ゴミステーションの整備や、雑草雑木の除去

に取り組みます。また地域の高齢化も進む中、お助け隊の設置も含め、福祉重視の活動を

市と連携を取りながら進めます。

役員一同、先人たちに築いて頂いた伝統を引き継ぎ、今の環境に合った、また区民の

皆さんのニーズに合った自治区運営に取り組んでまいります。

　５．広報活動充実
 深田山だよりや回覧を通じて、タイムリーな情報提供を実施。
 深田山だより隔月発行、回覧届け等の実施

　２．街を美しく
 自治区と住民が協力し合い、ごみステーションの整備と
 地域の美化推進、カラスによる被害ゼロ。
 区民からの異常苦情対策率１００％実行。

　３．地域福祉
 ひとり暮らし老人の把握と民生委員、地域包括支援センターとの
 連携、そして、子ども食堂への役員出席率１００％推進。

　４．安全・安心な
　　　　　街づくり

 地域防犯として児童や高齢者保護の観点から、あいづままもる隊
 と連携して、通学路や道路整備を進める。
 ３防災中心となり災害に備え、防災訓練および備品の充実を図る。

　１．人と人との
　　　　　ふれあい

 現在の社会情勢にあった共に喜びと楽しさを分かち合える
 行事の計画と推進。
 諸団体との連携を強化しイベント１００％実施。

【 スローガン 】

【 基本方針 】

【 重 点 活 動 】
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第４号議案-２　令和６年度  深田山自治区事業計画

  第１回組長会 ６日（土）

　招　魂　祭 ７日（日）

　春の交通安全市民運動　一斉街頭及びパトロール ８日（月）

  第１回定例役員会（４月～１０月の役員会は諸団体との合同役員会） １３日（土）

５月   第２回定例役員会 １８日（土）

　春の環境美化活動 ９日（日）

　第３回定例役員会 １５日（土）

　夏の交通安全市民運動　一斉街頭及びパトロール １１日（木）

　第４回定例役員会 ２０日（土）

　区民ふれあいサマーフェスタ ３日（土）

  第５回定例役員会 ２４日（土）

  第２回組長会＆防災訓練 ３１日（土）

　逢妻女川クリーン活動 ７日（土）

  秋の環境美化活動 ８日（日）

  自治区敬老の日 記念品贈呈 １４日（土）

　秋の交通安全市民運動　一斉街頭及びパトロール ２４日（火）

  第６回定例役員会 ２８日（土）

  区民ふれあい祭り ３日（日）

  第８回定例役員会  ３０日（土）

　年末交通安全市民運動　一斉街頭及びパトロール ２日（月）

　区民ふれあい感謝の集い ７日（土）

　区民ふれあいウォーキング大会 ８日（日）

　第９回定例役員会 ２８日（土）

  環境パトロール ３１日（火）

令和７年１月 　第１０回定例役員会 ２５日（土）

　第３回組長会＆防災訓練 １５日（土）

　第１１回定例役員会 ２２日（土）

  自　治　区　総　会 ９日（日）

  第１２回定例役員会（新旧役員会） １５日（土）

その他 ● 深田山だよりの発行（年６回）

● 土木環境整備活動（必要に応じ実施）

● 町内防犯パトロールによる犯罪抑止活動（毎月１回）

２６日（土）

６月

７月

８月

９月

１０月 　第７回定例役員会　

令和６年
４月

１１月

１２月

２月

３月
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第５号議案    令和６年度　　深田山自治区　予算
　　　　

令和６年３月１日～令和７年２月２８日

（単位：円）

収入の部 支出の部

101 繰越金 6,000,000 1 総会費 750,000

102 区費 15,500,000 2 会議費 550,000

103 市等収入金 9,000,000 3 事務所諸経費 2,600,000

104 各種会費 900,000 4 負担金 900,000

105 加入・協力金 500,000 5 役員、組長手当 4,700,000

106 公会堂使用料 1,300,000 6 施設車両管理費 1,200,000

107 雑収入 600,000 7 水道光熱費 2,300,000

33,800,000 8 借地料 700,000

9 街路灯負担金 200,000

10 サマーフェスタ活動費 1,000,000

諸団体等内訳 11 スポーツ活動費 200,000

18 特別委員会活動費（略称） 12 環境活動費 800,000

450,000 13 福祉活動費 1,300,000

300,000 14 広報活動費 700,000

200,000 15 土木活動費 300,000

150,000 16 生活安全活動費 900,000

1,100,000 17 総務活動費 750,000

18 特別委員会活動費 1,100,000

19 事業負担金 1,000,000

21 諸団体助成金 20 町内会活動費 1,200,000

360,000 21 諸団体助成金 1,960,000

300,000 22 共済会費 650,000

300,000 23 慶弔祭礼費 540,000

200,000 24 渉外対策費 600,000

800,000 25 備品費 300,000

1,960,000 26 予備費 6,600,000

33,800,000支出合計

合計

昭和会

永楽クラブ

その他

女性会

消防団

子ども会育成部

合計

事業活動費

環境管理特別委員会

「にこにこｸﾗﾌﾞ」運営特別委員会

深田公園ﾏﾚｯﾄｺﾞﾙﾌ場運営委員会

深田・柿本公園管理組合

項目 項目

総務費

施設費
収入合計
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第６号議案　規約改定に関する件

（役員の任務）    ⑤区議員の役割に担当町内会のとりまとめを追記。

第１２条 ① 区長は、「深田山自治区」を代表し、区域内を総括する。

② 副区長は、区長に事故ある時は、その任務を代行する。

③ 会計は、自治区の会計事務を取り扱いまとめる。

④ 区議員は､ 別に定める委員会を担当し、その任務を遂行する。

⑤ 区議員は町内会長として担当町内会のとりまとめを行う。

　　　　　　　※顧問は、区長の要請に応じ、重要事項の処理に当たる。

　　　　　　　※会計監査は、自治区経理の収支を監査する。

（委員会の設置等）　⑥～⑩各委員会の名称変更。

第１４条 区長は、第６条に定める事業を実施するため委員会を設置することができる。

① 総務委員会…総会、役員会、組長会、各委員会、諸団体との連絡調整、

   その他の委員会に属さないこと。

   自治区財産備品等の管理、関係書類の整理保存、自治区規約等に関すること。

② 広報委員会…自治区の広報活動に関すること。（深田山だよりの発行等）

③ 環境委員会…環境美化活動やゴミステーション、資源ゴミの分別収集の

   指導啓発活動等に関すること。

④ 生活安全委員会…自主防災会や防災訓練等、区民の安全活動に関すること。

   交通安全、防犯思想の普及、及び防犯灯等設備に関すること。

⑤ 土木委員会…道路改良、舗装、排水等土木に関すること。

⑥ サマーフェスタ委員会…サマーフェスタの管理・運営・実施に関すること。

⑦ ふれあい祭り委員会…ふれあい祭りの管理・運営・実施に関すること。

⑧ スポーツ・健康づくり委員会…体育及び健康づくりに関すること。

⑨ 多世代福祉委員会…高齢者・青少年・児童など地域福祉思想の啓蒙及び

   福祉活動の推進に関すること。

⑩ その他必要に応じて特別委員会の設置が出来るものとする。

（付則）に改定内容追記。

　　  改５、令和５年度総会にて規約改正、令和６年４月１日より適用する。

         １）第１２条⑤項追加　　　区議員は担当町内会長として町内の取りまとめをおこなう。

　　  改６、令和５年度総会にて規約改正、令和６年４月１日より適用する。

　　　  １）第14条⑥項  文化委員会→　⑥サマーフェスタ委員会と⑦ふれあい祭り委員会に分割。

　　　  ２）第14条⑦項 　⑦体育・健康づくり委員会→⑧スポーツ・健康づくり委員会に名称変更。

　　　  ３）第1４条⑨項以降繰り上げ。
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深田山自治区規約

第１章 　 総　　　　則
（名称と構成）
第１条  この自治区は「深田山自治区」と称し、区域（第４条で規定）内の
　　　　住民及び法人（以下、区民と称する）をもって構成する。
　　　　①区民は、「深田山住民台帳」を提出、「区費」（深田山自治区規約・付則で規定）を納付すること。
　　　　②法人は、「深田山法人台帳」を提出、「区費」（深田山自治区規約・付則で規定）を納付すること。

（目　的）
第２条  自治区は、区民の福祉の向上と住み良い街づくりを図ることを目的とする。

（運営の基本理念）
第３条  自治区の運営は、区民の個性と自主性を尊重し、区民の総意を前提として民主的に運営
          されなければならない。

（区　域）
第４条  自治区の区域は、柿本町、深田町の全域と美山町、田中町、上丘町の一部を除いた区域、
          田代町・聖心町・元町及び土橋町の一部、及び関係する区域とする。

第５条  自治区の事務所は、深田山公会堂に置く。自治区運営を円滑にするため事務員を置く。

（事　業）
第６条  自治区は、第２条の目的を達成するため次の事業を行う。
          　 ① 区民の親睦に関すること。
           　② 区民の相互扶助に関すること。
          　 ③ 区民の生活環境整備に関すること。
          　 ④ その他前各項に関連する事業。

第２章　　隣　　　　　組
（隣　組）
第７条  自治区に隣組を組織する。隣組の区域は、地理的に考慮して定める。

（組　長）
第８条  隣組に組長を置く。組長の任期は原則として１年とし、隣組内区民の持ち回りとする。
          組長は区民（第１条①で規定）であること。
          組長は、隣組内区民の協力を得て、次の事項を処理する。
          　 ① 組内の意見の取りまとめ、自治区運営への協力。
          　 ② 隣組における行事の実施。
          　 ③ 組内の区民の異動状況把握及び連絡調整。
          　 ④ 区費等の徴収。
          　 ⑤ その他必要な事項。

第３章　　役　　　　　員
（役　員）
第９条  自治区に次の役員を置く。
　　　　　・ 区　長  １名
　　　　　・ 副区長  若干名（内１名は、会計を兼ねる）
　　　　　・ 区議員 １０名　（内訳：柿本町３名・深田町３名・美山町１名 ・田中町2名・上丘町１名）
　　　　　・ 特別業務担当  若干名
　　　　　・ 会計監査  ２名、   ・顧問　若干名
 
（任　期）
第10条  役員の任期は２年とする。但し役員が欠けた場合補欠役員任期は、前任者の残任期間とする。
 
（役員選出）
第11条  自治区役員は、総会において選出する。選出方法については別に選出細則で定める。
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（役員の任務）
第１２条 ① 区長は、「深田山自治区」を代表し、区域内を総括する。

② 副区長は、区長に事故ある時は、その任務を代行する。
③ 会計は、自治区の会計事務を取り扱いまとめる。
④ 区議員は､ 別に定める委員会を担当し、その任務を遂行する。
⑤ 区議員は町内会長として担当町内会のとりまとめを行う。
　　　　　　　※顧問は、区長の要請に応じ、重要事項の処理に当たる。
　　　　　　　※会計監査は、自治区経理の収支を監査する。

（役員会）
第１３条 ① 役員会は、第９条の役員（会計監査を除く）と区長の指名する団体及び個人で構成する。

② 定例役員会は、毎月開催するものとし、臨時役員会は、必要都度随時開催する。

（委員会の設置等）
第１４条 区長は、第６条に定める事業を実施するため委員会を設置することができる。

① 総務委員会…総会、役員会、組長会、各委員会、諸団体との連絡調整、その他の
   委員会に属さないこと。
   自治区財産備品等の管理、関係書類の整理保存、自治区規約等に関すること。
② 広報委員会…自治区の広報活動に関すること。（深田山だよりの発行等）
③ 環境委員会…環境美化活動やゴミステーション、資源ゴミの分別収集の指導啓発
   活動等に関すること。
④ 生活安全委員会…自主防災会や防災訓練等、区民の安全活動に関すること。
   交通安全、防犯思想の普及及び防犯灯等設備に関すること。
⑤ 土木委員会…道路改良、舗装、排水等土木に関すること。
⑥ サマーフェスタ委員会…サマーフェスタの管理・運営・実施に関すること。
⑦ ふれあい祭り委員会…ふれあい祭りの管理・運営・実施に関すること。
⑧ スポーツ・健康づくり委員会…スポーツ及び健康づくりに関すること。
⑨ 多世代福祉委員会…高齢者・青少年・児童など地域福祉思想の啓蒙及び福祉活動の
   推進に関すること。
⑩ その他必要に応じて特別委員会の設置が出来るものとする。

第４章  　総　　　会
（総　会）
第15条 1. 自治区に組長等をもって組織する総会を開催する。組長等総会に出席する資格は、

  別に付則で定める。
2. 総会は、次の事項を承認または議決する。

① 役員の承認｡
② 事業報告及び決算。
③ 事業計画及び予算。
④ 規約の改正。
⑤ 区費の徴収額。
⑥ その他自治区運営に関する事項。

（招　集）
第16条 1. 総会は、定期総会と臨時総会とし、区長がこれを招集する。

2. 定期総会は、毎年３月に開催するものとし、臨時総会は、必要の都度開催するものとする。
 
（議　長）
第17条   総会の議長は、出席者の中から選出する。

（議　事）
第18条  総会は、資格者の半数以上の出席により成立し、議決は、出席者の過半数で決する。
          可否同数の場合は、議長の決するところによる。
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（区　費）
第19条  自治区の運営経費に当てるため区費を徴収する。区費は、別に付則で定める。
（予　算）
第20条  自治区の運営経費は、区費、補助金、手数料、寄付金、その他の収入をもってこれに充てる。
（会計年度）
第21条  自治区の会計年度は、２月末日とする。
（委　任）
第22条  この規約の運用に関して必要なことは、役員会が別に定める。
（付　則）

　　　改１、 この深田山自治区規約は、平成２４年４月１日より適用する。

　　　改２、令和元年度総会にて規約改正、令和２年４月１日より適用する。（太字部分を改正）

　　　　　１）第14条⑦項　　 体育委員会→体育健康づくり委員会へ改正。

　　 　　　　　　同上　          体育に関すること→体育及び健康づくりに関することへ改正。

　　　　　２）第14条⑧項　   福祉委員会→多世代福祉委員会へ改正。

 　 　　　　　　 同上　　　　　 地域福祉思想の→高齢者・青少年・児童など地域福祉思想のへ改正。

　　　改３、令和２年度総会にて規約改正、令和３年４月１日より適用する。

　　　　　１）第１条  　　　　　区域の説明及び住民の呼称を説明。

　　　　　２）第１条 ① 　　　 区民の定義を補足、追記。

　　　　　３）第８条              組長の資格（区民であること）を明記。

　　  改４、令和３年度総会にて規約改正、令和４年４月１日より適用する。

　　　    １）第９条  　　    自治区役員数の変更。

　　 改５、令和５年度総会にて規約改正、令和６年４月１日より適用する。

        １）第１２条⑤項追加　　　区議員は担当町内会長として町内の取りまとめをおこなう。

　　 改６、令和５年度総会にて規約改正、令和６年４月１日より適用する。

　　　  １）第１４条⑥項 　文化委員会→　⑥サマーフェスタ委員会と⑦ふれあい祭り委員会に分割。

　　　　２）第１４条⑦項   ⑦体育・健康づくり委員会→⑧スポーツ・健康づくり委員会に名称変更。

　　　　３）第1４条⑨項以降繰り上げ

第１条  この細則は「深田山自治区役員」選出に関して適用するものとする。

第２条  自治区役員は、推薦委員会で適任者を推薦し、総会の承認を得る。

第３条  推薦委員会は、自治区内の各種団体役員、区長経歴者、区議員等若干名で構成する。

第４条  推薦委員会には、委員長及び副委員長若干名を置く。委員長には、前期区長が就任し、

    　    副委員長は、委員長の指名により就任するものとする。

第５条  推薦委員会は、「深田山自治区役員」区長１名、副区長若干名及び会計監査を

          選出し、総会へ推薦する。

第６条  顧問の任期は２年とし、歴代区長会議の互選により総会に推薦する。

第７条  「深田山自治区役員」の内、区議員の選出は関係する町内へ委任する。

　　　　  なお町内会長は区議員に就任する。

第８条  「自治区役員の区長、副区長、会計監査と区議員の選出年度を交互にし、

　　　　  自治区行政の運営を円滑にする。

第９条  「特別業務担当」は区長が選出し、総会の承認を得る。

（付　則）

       改１、 令和元年度総会にて規約改正、令和２年４月１日より適用する。

　　　　　　　　　・第６条　顧問の任期は３年→顧問の任期は２年へ改正

　　　 改２、令和３年度総会にて規約改正、令和４年４月１日より適用する。（太字部分を改正）

　　　   １）第７条  　　 区議員について明文化。

　　　 　２）第９条  　　 特別業務担当を新設追加する。

 第５章　　財　　　務

深田山自治区役員選挙細則 

-１２-



第１条   自治区総会に出席する資格は、自治区役員、新旧組長、各団体役員

　　　　  および、区長経歴者とする。

第２条  この「深田山自治区」１年の区費は、次のとおり定める。

            １．事業所区費 １０，０００円

            ２．一般世帯      持家世帯の区費                ６，０００円

                       〃   賃貸住宅世帯の区費                ３，０００円

            ３．賃貸住宅の単身世帯の区費                  １，０００円

第３条  区費の徴収方法は、事業所、賃貸住宅世帯、単身世帯は一括徴収し、持家世帯に

       　 ついては、２回に分けて徴収する。

第４条  この「深田山自治区」内で、開発行為等の工事を行う業者（法人、個人）は、次に定

           める環境整備協力金を納入しなければならない。

             １．個人の一般的な住宅または店舗、これに類するもの       １０，０００円

             ２．上記以外のものについては、役員会及び当事者と協議のうえ決定する。

第５条  この「深田山自治区」へ新規加入の一般世帯及び店舗は、１５，０００円の加入金を

           納入しなければならない。

(付則)　  「深田山自治区規約」付則は、平成元年４月より適用する。

   　     「深田山自治区規約」付則の一部変更は、平成11年４月より適用する。

第１条　この規定は、深田山自治区内で発生した死亡、災害、その他に対して適用するもの

　　　　  とする。

第２条　前条に基づいて、次の弔慰金、見舞金、祝金を贈呈する。

　　　　① 弔慰金　：　区民とその家族の死亡                             ５，０００円

　　　　② 災害見舞金 ： 火災、水害、その他これに類する災害　　 ５，０００円

　　　　③ 自治区関係団体より招待等                                     ５，０００円

　　　　④ 出産祝い金 ： 区民とその同居家族 (届出は出生日より１年以内) ５，０００円

第３条　前条以外については、その都度、役員会を開き決定する。

（付則）
       改１、 令和３年度総会にて慶弔規定 改正、令和４年４月１日より適用する。
　　　　　　　　　・第２条　  ④ 「出産祝い金」　を追加。
（付則）　「深田山自治区規約」慶弔規定の一部変更は、令和４年４月１日より適用する。

深田山自治区規約・付則

深田山自治区慶弔規定
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第１条　この深田山公会堂・第二公会堂・柿本公園集会所（以下公会堂と称す）は、自治区内において
    　　  公共の用務に利用することを原則とし、この場合に限り無料とする。区分は、次のとおりとする。
 　　     使用料が免除される会合
  　　     ① 自治区長並びに町内会長が召集する会合。
    　　   ② 使用の許可を受けた自治区内各種団体長が召集する会合。

第２条　この公会堂を利用して営利行為をするもの、または各種団体長が使用申請
    　　  しても、自治区民が90％以上をしめていない会合は、区以外の団体と見なし使用料を徴収する。

第３条　非合法活動、破壊活動を目的とする団体は、区民、区外者を問わず使用を許可しない。

第４条　この公会堂の使用料の額は、別に定める。

第５条　この公会堂を使用するには、所定の申請書に所用事項を記入し、
  　　　  区長またはその代理者に許可を願い出なければならない。

第６条　許可を受けた使用申請者は、使用時刻を厳守し、使用終了時には整理整頓、清掃、戸締
　　　　  まり、火災予防の処置を充分にし、区長またはその代理者の点検を受けるものとする。
    　　  尚使用による物品、施設等の破損は、使用者において弁償し、使用に起因する出火消失
    　　  等の場合、一切の責任と保証は、使用者において負うものとする。

第７条　この公会堂の机等一切の備品、計器類等は、特殊な事情により区
　　　　 長の許可を受けた場合を除き、貸付、持ち出しを禁止する。ただし、各種団体の所有する
    　　  備品、計器類等については、その団体の規定によるものとする。

第８条　この公会堂は、区民の葬儀または天災等の緊急事態の処置その他
 　　　　自治区において使用の必要があるときは、あらゆる先約も変更または取消しを求めるこ
    　　　とができる。このため、使用申請者が損害を被るとも自治区においては一切弁償の責任は
 　 　　  負わないものとする。

第９条　深田山自治区以外の者（区外者及び営利行為をするもの）の使用料は、次記（表）の倍
  　　　  額の使用区分により算出した金額を納入する。

第10条　定期使用については、長期契約をすることが出来る。契約者に対し（表）の倍額を免除
  　       することができるものとする。

第11条  この条例に定めていない事項については､役員会においてその都度協議して決定する｡

第12条  この公会堂使用条例の改定、変更は役員会の承認を得て行うことが

           できる。

（付則）   ① この深田山公会堂及び田中集会所使用条例は、昭和57年１月より施行する。

（付則）   ② この深田山公会堂及び田中集会所使用条例は、平成11年4月より施行する。

（付則）   ③ この深田山公会堂及び第二公会堂使用条例は、平成18年11月より施行する。

（付則）   ④ この公会堂使用条例は、令和４年４月１日より施行する。

（付則）   ⑤下記以外の時間帯については都度調整する。

                      深田山公会堂使用料金表 

使用区分 9:00～22:00 9:00～12:00 12:00～17:00 17:00～22:00

大ホール 　　　１０,０００円 　　　　３,０００円 　　　　３,０００円 　　　　４,０００円

小ホール 　　　　３,０００円 　　　　１,０００円 　　　　１,０００円 　　　　１,０００円

１階和室 　　　　３,０００円 　　　　１,０００円 　　　　１,０００円 　　　　１,０００円

２階和室 　　　　３,０００円 　　　　１,０００円 　　　　１,０００円 　　　　１,０００円

２階会議室 　　　　３,０００円 　　　　１,０００円 　　　　１,０００円 　　　　１,０００円

第２公会堂ホール 　　　　１,５００円 　　　　１,５００円 　　　　１,５００円

第２公会堂和室  　　　 １,０００円 　　　　１,０００円   　　　１,０００円

柿本公園集会所 　　　　３,０００円 　　　　１,０００円 　　　　１,０００円 　　　　１,０００円

深田山公会堂使用条例

　　　　４,５００円
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柿本町自主防災会
深田町自主防災会

インター西自主防災会

１．令和５年防災訓練その他の事業

・ 　< 防犯 > ・ ソーラーライトの設置（公会堂・第2公会堂・深田公園・柿本公園） 

・ 　< 防災 > ・ 公会堂　AED　屋内　⇒　屋外に変更　7/28　パッド交換

・ 　< 防犯 > ・ 防犯カメラの設置（美山町4丁目）

・ 　< 防災 > ・ 非常食の購入（3防災会）

・ 第1部（柿本、美山）避難所運営ゲーム

・ 第2部（深田、田中、上丘）「南海トラフ巨大地震」ビデオ鑑賞

・ 　< 防犯 > ・ 防犯カメラの点検、修繕（美山町、田中町、深田公園）

・ 第１部（深田、田中、上丘）「あいづま防災ハンドブック」講演

・ 第２部（柿本、美山）震災防災ビデオ鑑賞

・ 　< 防犯 > ・ 防犯パトロール（月1回程度：各町内）

２．決　算　報　告
＜支出の部＞ （単位：円）

＜積立金＞ （単位：円）

３.令和６年度 自主防災会組織表
　① 柿本町自主防災会 　② 深田町自主防災会

　＜ 防災倉庫の設置場所 ＞

・柿本公園自主防災倉庫　　　　 　　　【柿本公園集会所内】

・柿本町第二自主防災倉庫　　　【柿本町２丁目分譲地内】

・深田町自主防災倉庫　　　　　　【深田ふれあい広場】　　

・インター西自主防災倉庫　　　　【田中東ちびっこ広場】

      　　　 ・インター西自主防災第二倉庫　【上丘ちびっこ広場】

         ・インター西自主防災第三倉庫　【第二公会堂南】

③ ｲﾝﾀｰ西自主防災会

 消火副隊長

桜谷　一成 救護隊長

脇田　順治 三村　義博 高橋　正次

木原久美子

松永　昭男

吉原　丈人

福留　浩二

松野　 寿

及川　芳司

 避難誘導隊長 副会長

 避難誘導隊長津留　博樹 椎原　親志

 救護隊長  救護隊長  消火隊長

 消火隊長

徳保　眞次

 消火隊長

四田 偉三郎

副会長

山中　範孝

副会長

 避難誘導隊長

副会長

板倉　　良

副会長

延藤　有英

副会長

副会長

西　　澄弘

会　長 平下　重夫 会　長 山本　則幸 会　長

総支出 1,168,290 次期繰越金 254,884

差　引 554,884 ☆非常用積立金合計金額 6,905,160

300,000

利　息 6

合　計 1,723,174

合　計 1,168,290

＜差引＞ （単位：円）

総収入 1,723,174 非常用積立金今年度分

３防災会費 670,200 ３防災の非常食購入 298,850

市から補助金 147,000 防犯カメラ点検・修繕（3箇所） 63,470

項目 金額 項目 金額

繰越金 905,968 ソーラーライト購入（3箇所） 805,970

＜収入の部＞ （単位：円）

 5月　8日

 5月13日

 7月14日

 7月26日

4月～3月

　< 防災訓練 >

　< 防災訓練 >

令和 ５ 年度　自主防災会事業報告書

・  9月 2日

11月 2日

・ 2月17日
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（名称と構成）
  第１条　　この委員会は、環境管理特別委員会と称し、区長の委任により若干名で構成する。

  第２条　　この委員会は自治区内の環境問題全般を考え、自治区役員と協力し
　　　　　「ふれあい豊かな住みよい街づくり」に貢献するものとする。
（事　業）
  第３条　　この委員会は第２条の目的を達成するために、次の事業を行う。
　　　1.　　ゴミステーションの適正管理のために、環境委員（組長）と協力し
　　　　　　指導、監視活動を行う。
　　　２.　不法投棄撲滅のために、監視活動、及び啓蒙活動を行う。
　　　３.　違法看板の監視パトロール、撤去作業を行う。
　　　　　（市条例改正により登録団体に認定されると撤去権限が与えられます）
　　　４.  リサイクルストックヤードの管理運営を行う。
（経　費）
  第４条　　この委員会の経費は特別委員会活動費、その他の収入を以て充てる。
（任　期）
  第５条　　この委員会の任期は、１年とする。　但し留任は妨げない。
      （付則）　　 この規約は、平成１６年４月１日から施行する。

役職 氏　　名 地域 役職 氏　　名 地域

委員長 下田　　東 柿本町 委員 長田　里司 柿本町

副委員長 宮次　寛治 田中町 委員 高森　靖男 上丘町

会計 石川　佳由 柿本町 委員 西村　文雄 田中町

委員 松永　敏夫 深田町

（名称と構成）
第1条  この委員会は、「にこにこクラブ」委員会と称し、区長の委任により若干名で構成する。

第2条  高齢化社会に向けて、高齢者が最も身近な地域社会において、明るく、活き活き、元気に
       楽しく集える「生きがい活動の場」を提供する。（家に引きこもりがちな高齢者に、
       気軽に集って楽しんでいただき、生きがいを見つけ、元気で長生きして貰いたい）
（事　業）
第3条  この委員会は第２条の目的を達成するために、次の事業を行う。

1.気楽な体操や歌（童謡）　 2.輪投げ、ダーツ 3.将棋、碁、ゲーム
4.おやつ作り 5.気ままなおしゃべり 6.乳幼児との交流
7.簡単な健康測定 8.その他

（経　費）
第4条 この委員会の経費は特別委員会活動費、参加者の会費、その他の収入を以て充てる。　　
（任　期）
第5条  この委員会の任期は、１年とする。　但し留任は妨げない。　　
      （附　則）     この規約は、令和４年４月１日から施行する。

役職 氏名 地域 役職 氏名 地域

委員長 石川美代子 柿本町 委員 深津　一美 深田町

副委員長 陸井佐都美 田中町 委員 室橋　一江 上丘町

会計 佐々木笑子 田中町 委員 加藤やよい 美山町

書記 小川　美江 田中町 委員 早川みち子 上丘町

委員 高木由美子 美山町 委員 美那元春美 柿本町

委員 西山　順子 深田町 委員 川上　　稔 自治区

委員 加藤　晶子 深田町 区福祉委員 松永　昭男 自治区

「にこにこクラブ」委員会名簿

（目　的）

環境管理特別委員会名簿

（目　的）

環境管理特別委員会規約

「にこにこクラブ」委員会規約
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 （名称）

第1条　　この組合は、「深田・柿本公園管理組合」（以下「組合」という）と称する。

 （目的）

第2条　　組合は、深田・柿本公園の維持管理と第4条に掲げる事業を、地域住民の参画に

　　　　　　よって行うことにより、良好な地域社会の向上に寄与することを目的とする。

 （事務所）

第3条　  組合の事務所は、深田山公会堂（豊田市深田町1丁目17番地）に置く。　

 （事業）

第4条　  この組合は次の事業を行う。

　　　（１）　公園の清掃、除草及び施設の維持管理。

　　　（２）　自治区行事への協力。

　　　（３）　組合員の親睦を図る事業。

　　　（４）　自然保護に寄与する事業。

　　　（５）　その他、組合が必要と認める事業。

第5条　組合の組合員資格は、深田山自治区の区民とする。

役職 氏　　名 ＴＥＬ ＦＡＸ

組合長 石川　範明 29-6151 29-6151

副組合長 河野 今朝彦 28-8351 28-8351

会計 石川　佳由 28-9441 28-9441

副会計 長田　里司 28-0251 28-0251

書記 清水　　武 27-9552 27-9552

理事 大島　敏彦 27-8539 27-8539

理事 中村　恵 27-4838

監事 大澤　正則 27-4484 27-4484

監事 神戸　　哲 27-2094 27-2094

顧問 加藤　英治 28-7700 28-7345

顧問 江坂　俊彦 28-0086 27-3448

顧問 古川　　守 29-1193 29-1193

顧問 宮次　寛治 28-8080 28-8080

 （目的）

　　   同会は、マレットゴルフ場コースの清掃、除草及び施設の維持管理、大会を行うことにより

　　　　区民の「ふれあい」と「健康づくり」の場を提供する。

役職 氏　　名 ＴＥＬ ＦＡＸ

委員長 大島　敏彦 27-8539 27-8539

顧問 江坂　俊彦 28-0086 27-3448

会計 河本　　護 27-4577 27-4577

委員 橋本　建二 27-6498 27-6498

委員 古川　　守 29-1193 29-1193

深田・柿本公園管理組合役員名簿

深田山マレットゴルフ　名簿

深田・柿本公園管理組合 規約

深田山マレットゴルフ 規約
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自治区　各種団体役員
　昭和会事務局役員 　豊田インター商店街

役　職 氏　　　名 記　　　　事 役　職 氏　　　名 記　　　　事

会　 長 本多　哲也  総　括 代表理事 松永　源生

副会長 山本　則幸  ふれあい・サマー 会計理事 深津　靖詞

副会長 清水　延哲  スポーツ

書　記(正) 清野　久  広報 自治区外　各種委員
書　記(副) 古市　隆  広報 　保護司・民生児童委員

会　計(正) 近藤　隆之 委員名 氏　　　名 記　　　　事

会　計(副) 清野　久 保 護 司 陸井　大司  逢妻地区

会計監査 古市　隆 〃 大薗　雅生 　　〃

　女性会役員 民生児童委員 峰　光子  柿本町１～３丁目

役　職 氏　　　名 記　　　　事 〃 井上　秀博 　　〃　 ４～５丁目

会　長 柿本登美代  ふれあい・サマー 〃 石川　明彦 　　〃　 ６～８丁目

副会長 小林　文子  広報 〃 三枝　由幸  深田町１～２丁目

書　記 鈴村まゆみ スポーツ健康 〃 山中　範孝 　　〃　 ３～４丁目

会　計 尾野　洋子  多世代福祉 〃 松永　昭男  田中町４丁目  聖心町１丁目

　永楽クラブ役員 〃 柿本　敏光  美山町3～4丁目

役　職 氏　　　名 記　　　　事 〃 木原久美子  田中町5丁目田代町8丁目上丘町

会　長 古川　守 主任児童委員 光岡　純子  逢妻地区

副会長 河合　郁代 　スポーツ健康 　市・校区等委員

副会長 田谷　啓子 　ふれあい祭り 市スポーツ推進委員 白石　峰則  田中町(豊田市）

書　記 中根満智子 　広報 〃 古市　隆  柿本町　　〃

会　計 鈴木　勝代 サマーフェスタ 美山小交推協会長 清水　延哲  上丘町（美山小校区）

　子ども会育成部自治区役員 交推協常任委員 杉浦　博文  　　〃　　　　〃　

役　職 氏　　　名 記　　　　事 〃 及川　芳司  田中町　　　〃

 深田山西 梅本　勇希 ｽﾎﾟｰﾂ・生活安全 少年補導員 清水　武  田中町（豊田署）

 深田山南 生駒　優佳 　ｻﾏｰ・多世代 〃 加藤　晶子  深田町　　〃

 柿本第一 杉浦亜希子  ☆　総代 地域会議 西　澄弘  柿本町（逢妻地区）

 柿本第二 鈴木　詩歩 　ふれあい・広報 逢妻まもる隊 高瀬　米人  深田山地区リーダー

　消防団役員 　逢妻コミュニティ会議役員 

役　職 氏　　　名 記　　　　事 委　員　名 氏　　　名 記　　　事

部長 川上　康介 総務 川上　稔  美山町

班長 原　匠 生活安全 企　画　部 加藤　太  深田町

団員 榎本　佑太 地域福祉 長田　義一  柿本町

団員 赤川　宜雄 青少年育成 植田　至  深田町

　農事組合役員 環境のどかさ 山中　範孝  深田町

役　職 氏　　　名 記　　　　事 ｽﾎﾟｰﾂ健康 白石 峰則  田中町

組合長 山中　範孝 広報 及川　芳司  田中町
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　広報委員会役員　　　　脇田　順治　委員長　

役　職 氏　　　名 記　　　　事 役　職 氏　　　名 記　　　事

副委員長 清野　久 昭　和　会 委　員 加藤　やよい にこにこｸﾗﾌﾞ

〃 古市　隆 昭　和　会 〃 鈴木　詩歩 子ども　会

委　員 小林　文子 女　性　会 〃 組長  ４　名

委　員 中根満智子 永楽クラブ

　サマーフェスタ委員会役員　板倉　良　委員長　/　山本　則幸　委員長　　

役　職 氏　　　名 記　　　事 役　職 氏　　　名 記　　　事

副委員長 清水　延哲 昭　和　会 委　員 柿本　登美代 女　性　会

委　員 古市　隆 昭　和　会 〃 生駒　優佳 子ども　会

〃 鈴木　勝代 永楽クラブ 〃 組長  ２９　名

　ふれあい祭り委員会役員　三村　義博　委員長　/　木原　久美子　委員長　

役　職 氏　　　名 記　　　事 役　職 氏　　　名 記　　　事

副委員長 清水　延哲 昭　和　会 委　員 柿本　登美代 女　性　会

委　員 山本　則幸 昭　和　会 〃 鈴木　詩歩 子ども　会

〃 田谷　啓子 永楽クラブ 〃 組長  ２６ 名

　生活安全委員会役員　　吉原　丈人　委員長

役　職 氏　　　名 記　　　事 役　職 氏　　　名 記　　　事

副委員長 山本　則幸 区　議　員 委　員 石脇　ます子 女　性　会

〃 吉原　丈人 区　議　員 〃 梅本　勇希 子ども　会

委　員 山口　政雄 昭　和　会 〃 安形　知宏 消　防　団

〃 氏家田　鶴子 永楽クラブ 〃 組長　２１　名

　スポーツ・健康づくり委員会役員　　平下　重夫　委員長　

役　職 氏　　　名 記　　　事 役　職 氏　　　名 記　　　事

副委員長 清水　延哲 昭　和　会 委　員 鈴村　まゆみ 女　性　会

委　員 馬場　公造 昭　和　会 〃 梅本　勇希 子ども　会

〃 河合　郁代 永楽クラブ 組長  ３０ 名

　多世代福祉委員会役員　　松永　昭男　委員長

役　職 氏　　　名 記　　　事 役　職 氏　　　名 記　　　事

副委員長 佐々木　笑子 にこにこクラブ 委　員 尾野　洋子 女　性　会

委　員 古市　隆 昭　和　会 〃 生駒　優佳 子ども　会

〃 大島　静江 永楽クラブ 組長  １２ 名

　環境委員会役員　　　　延藤　有英　委員長　/　高橋　正次　委員長

役　職 氏　　　名 記　　　事

委　員 組 長 全 員

　総務委員会役員　　　　村山　美佐　委員長　　　土木委員会役員　

役　職 氏　　　名 記　　　事 役　職 氏　　　名 記　　　事

委　員 区長・副区長 委　員 自治区役員

深田山自治区委員会
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柿本北　・　平下　重夫 区議員 

組 氏　　　名 委員会 組 氏　　　名 委員会

1 村中　信之 サマーフェスタ 14-6 佐々木　良 スポーツ健康

1-1 川原　啓治 多世代福祉 14-7 長岡　儀男 生活安全

1-2 鈴木　竜二 スポーツ健康 14-8 村田　たき子 ふれあい祭り

1-3 花木　大介 ふれあい祭り 14-9 高取　紀明 サマーフェスタ

2 澤辺　数吉 スポーツ健康 14-10 大内　茂明 広 　　報

3 深山　道信 サマーフェスタ 20 岩瀬　毅 スポーツ健康

14 川上　政継 スポーツ健康 20-1 木村　恵里 サマーフェスタ

14-1 深谷　友基 サマーフェスタ 20-2

14-2 松岡　忠夫 多世代福祉 20-3 佐久間　智恵美 サマーフェスタ

14-3 中嶋　研二 生活安全 20-4

14-5 鬼頭　利幸 ふれあい祭り 20-5 萩野　達也 ふれあい祭り

柿本中　・　脇田　順治 区議員 

組 氏　　　名 委員会 組 氏　　　名 委員会

8 平野　恒弘 ふれあい祭り

4 山田　将秀 スポーツ健康 17 中村　孝一 スポーツ健康

5 増田　幸一 ふれあい祭り 22 川下　和孝 生活安全

5-1 貴多　勇矢 サマーフェスタ 23 内田　克己 スポーツ健康

6 濱砂　誠 サマーフェスタ 24 岩本　美鈴 スポーツ健康

6-1 27 山本　保 多世代福祉

7北 田中　義隆 サマーフェスタ 28 小出　絵美 スポーツ健康

29 村山　智史 サマーフェスタ

30 澤井　照夫 ふれあい祭り

　
柿本南　・　板倉　良 区議員

組 氏　　　名 委員会 組 氏　　　名 委員会

7南 成瀬　鉄夫 生活安全 10 嘉村　幸夫 スポーツ健康

7-1 糸川　充浩 スポーツ健康 11 大城　良男 生活安全

7-2 山口　さおり ふれあい祭り

7-3 金村　真由美 サマーフェスタ 12 森山　幸雄 サマーフェスタ

7-4 松井　悦子 サマーフェスタ 13 杉浦　正勝 生活安全

7-5 中根　洋 生活安全 15 今瀬　玄太 ふれあい祭り

7-6 阿部　美智子 多世代福祉 19 武井　良文 ふれあい祭り

9 永井　義秋 サマーフェスタ 21 寺澤　利久 サマーフェスタ

9-1 赤崎　栄治 サマーフェスタ 25 武田　茂 ふれあい祭り

9-2 （ビオラ） 26 藤井　金次 多世代福祉

9-3 伊藤　剛太 ふれあい祭り

（プランドール柿本）

（元町ヒルズ）

（パライソＨ・Ｒ）

（パークサイドKSS）

（アイリスⅡ）

（丸太マンション）
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深田北　・　山本　則幸 区議員

組 氏　　　名 委員会 組 氏　　　名 委員会

1 中根　健 スポーツ健康 5-1 岩永　倫太郎 サマーフェスタ

3 花田　喜広 生活安全 6 須賀 　静子 スポーツ健康

5 加藤　之朗 ふれあい祭り

深田中　・　三村　義博 区議員

組 氏　　　名 委員会 組 氏　　　名 委員会

ｼｬﾝﾎﾞｰﾙＡ 太田　和伸 広 　　報 15-1 岩田　とも江 ふれあい祭り

ｼｬﾝﾎﾞｰﾙＢ 小林　美智代 多世代福祉 15-2 上戸　智加子 生活安全

ｼｬﾝﾎﾞｰﾙＣ 松尾　浩治 ふれあい祭り 15-3 大島　堤 サマーフェスタ

ｼｬﾝﾎﾞｰﾙＤ 石川　強児 スポーツ健康 15-4 益田　光彦 スポーツ健康

深田南　・　延藤　有英 区議員

組 氏　　　名 委員会 組 氏　　　名 委員会

7 下田　耕司 サマーフェスタ 11 谷山　廣 多世代福祉

８-１ 野口　達男 スポーツ健康 16 原内　好夫 スポーツ健康

８-２ 髙野　将汰 ふれあい祭り 17 森井　末治 ふれあい祭り

9 岩原　豊子 サマーフェスタ 18 延藤　有英 スポーツ健康

10 川嶋　年昭 スポーツ健康 19 池田　幸一 ふれあい祭り

10-1 吉田　修 ふれあい祭り 20 松田　小惠子 生活安全

10-2 川井　明 多世代福祉 21 榊原　崇功 ふれあい祭り

美山町　・　高橋　正次 区議員

組 氏　　　名 委員会 組 氏　　　名 委員会

1 南川　薫 ふれあい祭り 7 杉浦 　美孝 生活安全

2 加藤　英治 生活安全 9-1

3 大薗　雅生 スポーツ健康 10 石井　泉 広 　　報

5 森本　達也 サマーフェスタ 11 下川　貴嗣 ふれあい祭り

5-1 11-1

6 光岡　誠 多世代福祉

（カーサジオ）

（サンパレス美山） （ディアコート）

-２１-



田中東　・　松永　昭男　区議員

組 氏　　　名 委員会 組 氏　　　名 委員会

1 鈴木　智久 生活安全 5-2 島原　直樹 スポーツ健康

2 後藤　毅 広 　　報 6 佐藤　清志 ふれあい祭り

3 上田　幸夫 スポーツ健康 7 岩瀬　雅彦 スポーツ健康

3-1 宇野　明美 ふれあい祭り 7-1 伊藤　文秀 ふれあい祭り

3-2 藤﨑　秀憲 スポーツ健康 7-2 前崎　辰男 生活安全

3-3 小林　泰則 サマーフェスタ 7-3 森崎　剛 スポーツ健康

4 井上　義人 スポーツ健康 7-4

4-1 増田　裕基 多世代福祉 7-5

5 永野　奨 サマーフェスタ

5-1

田中西　 ・　吉原　丈人　区議員

組 氏　　　名 委員会 組 氏　　　名 委員会

8 久保田　祐樹 スポーツ健康 11 佐々木　晃弥 ふれあい祭り

8-1 12-1 熊谷　明 生活安全

8-2 12-2 渡部　幸子 ふれあい祭り

9 松永　源生 サマーフェスタ 12-3 野中　弘美 生活安全

9-1 乾　治生 ふれあい祭り 12-5 長尾　聡 スポーツ健康

9-2 竹中　淳二 生活安全 13

9-3 加納　智之 サマーフェスタ 14-1 後藤　友希 スポーツ健康

9-5 西川　聡 生活安全 14-2 齊藤　大祐 生活安全

10 深谷　康史 多世代福祉 14-3 建石　修一 ふれあい祭り

10-1

上丘町　・　木原　久美子　区議員 

組 氏　　　名 委員会 組 氏　　　名 委員会

1 深谷　正義 サマーフェスタ 3 吉本　猛 スポーツ健康

2 山口　誠之 ふれあい祭り 4

町内別組数
柿本町 59組 深田町 27組
美山町 11組 田中町 38組
上丘町 4組

合　計　140組

（プラシード）

（グリーンライフ３１）

(フィットネスヒルズ)

（アルカンシェル）

（ウィングフィールド）

（中部電力寮）

（サンパーク聖心）

(ヴィアッジャーレ・サンドリオン）

（ポラリス）

-２２-



組長所属委員会人数

広 　　報 生活安全 サマーフェスタ ふれあい祭り スポーツ健康 多世代福祉 計

柿北 1 2 5 4 4 2 18

柿中 0 2 6 4 4 1 17

柿南 0 3 5 4 4 2 18

深田 1 3 4 8 8 3 27

美山 1 2 1 2 1 1 8

田中東 1 2 2 3 6 1 15

田中西 0 5 2 4 3 1 15

上丘 0 0 1 1 1 0 3

4 19 26 30 31 11 121

*環境委員会については、組長全員です。

町内別　世帯数　及び　人口（加入分）

　   　　令和６年３月現在

町　名

計

令和６年度

世帯数 人数 事業所

柿本町 3252 54

深田町

美山町

田中町

上丘町

1197

608

730

1315 38

362 830 9

2990 7656 113

2000 12

93 259 0
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内　容 金 額

　一般区費（前期分） 3,000円

　賃貸世帯区費（全期） 3,000円

　賃貸独身世帯区費（全期） 1,000円

　美山小交通安全推進協議会会費 150円

　深田山自主防災会会費　　　  　 　    一括集金　　 650円　300円

　逢妻コミュニティ会議会費 200円

　豊田市指定ごみ袋 260円

　社会福祉協議会会費　　 目安 300円

　みどりの羽根募金 目安 300円

　一般区費（後期分） 　3,000円

　豊田市指定ごみ袋 260円

　赤い羽根、歳末助け合い共同募金 目安 500円

・上記は、　事務所にて　9:00～12:00　納金業務のみ受け付けます。

         

 毎週（火）（金）  
       焼却灰・生ゴミ・紙くず・洗面器・ＣＤ・歯ブラシ　等

 毎週（木）
      トレー・ペットボトルキャップ・ラベル・ポリ袋　等

 第１水曜日 
       なべ・やかん類・缶詰・電気炊飯器・電気掃除機　等

 第３水曜日   
       陶磁器・割れたガラス類・電球　等

資源ごみ  第４月曜日   各地域の資源ステーション
危険ごみ 　　  飲料缶・ペットボトル・ガラスびん・化粧品瓶　等

　     ガスライター・カセットボンベ・スプレー缶 等

粗大ゴミ 　市環境課　25-5353 に連絡

（有料）   受付時間　月～金曜日　９時～17時

☆ 詳しくはごみカレンダーでご確認ください
☆ ルールを守って、迷惑を掛けないようにご協力ください

月　日

埋めるごみ

５月１８日(土)

７月2０日(土)

１０月1２日(土)

1２月　７日(土)

燃やすごみ

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸごみ

金属ごみ

ごみ収集日 朝 ８：３０までに出してください

令和6年度 区費等の納金日（予定）のお願い


